
課題（レポートや小テスト等）に対するフィードバックの方法

800－ －

講義名 対)教育実習【教職科目】

水田　聖一／池田　曜子／西尾　範博担当教員

3単位数

開講期・曜日・時限

主題と概要

教職必修科目

教育実習事前指導、教育実習指導、教育実習教育実習事後指導から構成される。

到達目標

教育実習生としてふさわしい力量と人格形成
1. 教員としての使命感や責任感、教育的愛情が育成できるようになる。
2. 社会性や対人関係能力が育成できるようになる。
3. 生徒理解や学級経営に関する力量が育成できるようになる。
4. 教科内容に関する力量が育成できるようになる。

提出課題

レポート、指導案、模擬授業、実習後の報告会のためのパワーポイント作成

履修にあたっての注意・助言他

レポート、模擬授業、報告会での発表(20%)、実習校での評価(80%)を総合的に判断します。

評価の基準

皆出席を前提とします。

ナンバリング履修開始年次 ４年生

教科書
.ベストを尽くす教育実習.

その他

適宜配布する。

筒井美紀他 有斐閣 2000 9784641174320

1.　教育実習の意義と課題

2.　最近の生徒の理解と指導

3.　学校の教育課程編成の工夫

4.　授業観察の視点

5.　授業づくりの方法

6.　指導案に基づく模擬授業

7.　教科外指導の観察・参加、実習ノートの使い方

8.　事後学習と研究レポート、模擬授業

9.　学校の運営、教職員

10.　教職実践演習について、模擬授業

11.　教育実習(2週間)

12.　事後指導　実習の反省・まとめ

13.　事後指導　まとめに基づくパワーポイントづくり

14.　事後指導　パワーポイント作成仕上げ

15.　事後指導　教育実習報告会(2コマ)

授業計画

3年生後期から開始し、4年生夏休みまで。
教育実習中の訪問指導も含む。

備考

授業形態（アクティブ・ラーニング）

事前の指導に備えて、学習指導案の作成、模擬授業ができる様によく準備すること。
実習後は、実習校で学んだ事柄をまとめ、報告会で発表すること。
毎回の授業で、資料作成(学習指導案・プレゼンテーション資料等)に4時間程度の準備と学習が必要とされる。

授業形態

模擬授業後コメントと改善点を指導する。

　

〇

ア：PBL（課題解決型学習） イ：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

ウ：ディスカッション、ディベート エ：グループワーク

オ：プレゼンテーション カ：実習、フィールドワーク

準備学修（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間

プレゼンテーションによる発表の実施

双方向授業の実施及びICTの活用に関する記述

実務経験の有無及び活用

キ：その他（ＡＬ型であるけども、以上の項目のいずれにも該当しない場合）

商学部マーケティング学科では、企業環境をマーケティングの視点で捉え、現状を改変する努力を持続することができる学生を育てます。
本授業でも、自ら考え、自ら判断し、主体的に行動することが求められます。

卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

前期 水曜日 ２時限

参考図書




